
開　

会

議
長
の
開
会
宣
言
で
活
動
が
始

ま
り
ま
す
。

提　

案

説　

明

市
長
及
び
議
案
を
提
出
し
た
議

員
が
議
案
の
提
案
理
由
を
説
明

し
ま
す
。

代　

表

質　

疑

各
会
派
の
代
表
議
員
が
議
案
に

つ
い
て
質
疑
し
、
提
案
者
に
説

明
を
求
め
ま
す
。

一　

般

質　

問

発
言
を
通
告
し
た
議
員
が
市
政

全
般
に
つ
い
て
質
問
し
、
執
行

部
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

委
員
会

付　

託

議
案
は
常
設
の
六
つ
の
常
任
委

員
会
に
付
託
し
ま
す
。

常　

任

委
員
会

（
６
委
員
会
）

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
所
属
す

る
議
員
が
専
門
的
に
審
査
の
う

え
、
委
員
会
と
し
て
の
賛
成
・

反
対
を
決
定
し
ま
す
。

委
員
長

報  

告

各
委
員
会
が
委
員
会
で
の
審
査

の
経
過
や
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

討　

論

議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
・
反
対
の

意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
す
。

議　

決

議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
・
反
対

の
議
決
を
行
い
ま
す
。

閉　

会

議
長
の
閉
会
宣
言
で
活
動
が
終

了
し
ま
す
。

定
例
会
会
期
日
程

9/9･109/11 139/179/18 10/3 9/1810/3

　

議
員
改
選
後
の
初
議
会
と
な

る
平
成
十
五
年
第
一
回
臨
時
会

が
、
五
月
十
五
日
、
十
六
日
の
二

日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

初
め
に
議
長
・
副
議

　
　
　
　
　

長
選
挙
を
行
っ
た
結

果
、
議
長
に
鈴
木
繁
雄
氏
が
、
副

議
長
に
斎
藤
建
雄
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

就
任
し
ま
し
た
。
次
に
議
会
運
営

委
員
会
の
委
員
を
選
任
し
た
後
、

正
副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し

た
。（
４
面
）

　
　
　
　
　

各
常
任
委
員
会
の
委

　
　
　
　
　

員
を
選
任
し
た
後
、

正
副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し

た
。（
４
面
）
ま
た
、
監
査
委
員
の

選
任
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
は
、

笠
原
哲
議
員
、
八
島
幸
三
議
員
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
、
閉
会

し
ま
し
た
。

本 

会 

議

・
人
事
案
件

・
各
調
査
特
別
委 

　

 

員
会
の
設
置
及

　

 

び
委
員
の
選
任

・
議
案
の
提
案
理

　

 

由
説
明

本 

会 

議

・
代
表
質
疑 

７
人

本 

会 

議

・
一
般
質
問 

15
人

常
任
委
員
会
・
議
案
審
査

本　

会　

議
・
常
任
委
員
長
報
告

・
討
論

・
議
案
の
採
決

・
請
願
、意
見
書
の

　

 

採
決

定
例
会
会
期
日
程

仙台駅前（大正末頃）

　天皇ご来仙が決まり、仙台駅前広場の路面修

繕や駅舎改造とともにホーム内のペンキも塗り

替えた。また、貴賓室として使えるほど立派な

駅長室が造られた。

（仙台市戦災復興記念館提供）

　
　

定
例
会
の
流
れ

　
　

定
例
会
の
流
れ

本会議本会議 委員会

6/166/20 ･ 6/236/24 6/266/277/1

仙台駅前（昭和 30 年 1 月）

現在の仙台駅前

　

私
た
ち
は
、
本
年
第
一
回
臨
時

会
の
初
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
第
四
十

八
代
議
長
並
び
に
第
五
十
五
代
副

議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

  

仙
台
市
議
会
は
、
四
月
の
議
員

改
選
に
よ
り
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
が
、
厳
し
い
社
会
経

済
情
勢
の
下
、
多
様
化
し
た
市
政

の
課
題
は
困
難
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
伝
統

あ
る
本
市
議
会
の
運
営
を
委
ね
ら

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
必

要
な
見
直
し
を
的
確
か
つ
積
極
的

に
行
い
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
い

議
会
運
営
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
議
会
は
も
と

よ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
中
に

足
を
運
び
、
活
発
に
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な

さ
ま
か
ら
も
ご
意
見
、
ご
提
案
を

議
会
・
議
員
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。

　

仙
台
市
議
会
は
、
新
体
制
の
も

と
、
市
民
の
安
全
と
安
心
を
確
保

し
、
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
引

き
続
き
、
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、

直
面
す
る
諸
課
題
に
対
し
全
議
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
市
政

の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
る
決
意

で
あ
り
ま
す
。

れ
る
こ
と
と
な
り
、
責
任
の
重
み

を
あ
ら
た
め
て
痛
感
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
負
託
に

応
え
る
た
め
、
誠
心
誠
意
、
全
精

力
を
傾
け
る
所
存
で
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
市

議
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任

も
極
め
て
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
全
う
す
る
た
め
に
は
、
市

民
の
み
な
さ
ま
と
議
会
と
の
信
頼

関
係
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
こ
の
た
め
議
会
と
し
て
、

で
き
る
限
り
情
報
を
公
開
し
、
説

明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
議
会
は
こ
れ
ま
で
も
、
議

会
情
報
公
開
条
例
を
改
正
し
て
情

報
開
示
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

議
会
広
報
に
議
員
が
直
接
携
わ
り
、

広
報
手
段
や
内
容
の
拡
充
を
重
ね

　戦後に再建された仙台駅と駅前の様子。

　戦災で焼失した仙台駅は、しばらく仮駅舎で営業されていたが、

昭和 24 年に完成した。

（仙台市交通局提供）

第
一
回
臨
時
会
の
概
要

第
一
回
臨
時
会
の
概
要 副議長

斎藤　建雄

議長
鈴木　繁雄

　新幹線開業に対応するため 4 階建ての駅舎が昭和 52 年に

オープン。

　その後、駅前広場付近の交通の安全と円滑化のため、ペデ

ストリアンデッキも整備された。

就
任
に
あ
た
っ
て

わ
か
り
や
す
い
議
会
運
営

新
た
な
議
会
の
決
意

２
・
３
面

６
面

７
面

８
面

５
面

十
五
日

十
六
日

市議会たより仙台
endai city assemblyendai city assembly

1

市
民
の
み
な
さ
ま
へ

市
民
の
み
な
さ
ま
へ


